
(57)【要約】

【課題】操作者の手を煩わせることなく診断状況にあわ

せて組織弾性像描出のパラメータを自動で最適化できる

ようにする。

【解決手段】超音波操作のフレームレートを段階的に変

化させ、各フレームレートで得られる組織弾性像中の歪

み量比率を求め、それが最大となるフレームレートを設

定する。フレームレートの設定は、歪み量比率が最大と

なるようなフレーム間隔数や走査周期をパラメータとし

て設定することによって行なう。また、その歪み量比率

に最も適したリジェクションレベルを求め、パラメータ

として設定する。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 被 検 体 に 対 し て 超 音 波 の 送 信 及 び 受 信 を 行 い 反 射 エ コ ー 信 号 を 出 力 す る 超 音 波 送 受 信 手
段 と 、
　 前 記 超 音 波 送 受 信 手 段 か ら 出 力 さ れ る 前 記 反 射 エ コ ー 信 号 を 用 い て 前 記 被 検 体 内 の Ｒ Ｆ
信 号 フ レ ー ム デ ー タ を 所 定 周 期 で 繰 り 返 し 取 得 す る 断 層 走 査 手 段 と 、
　 前 記 断 層 走 査 手 段 に よ っ て 取 得 さ れ た 時 系 列 の 複 数 の Ｒ Ｆ 信 号 フ レ ー ム デ ー タ 群 の 中 か
ら 、 変 位 計 測 の 対 象 と な る Ｒ Ｆ 信 号 フ レ ー ム デ ー タ の 組 と し て 、 現 時 点 の Ｒ Ｆ 信 号 フ レ ー
ム デ ー タ と 、 こ れ よ り 任 意 の フ レ ー ム 数 だ け 過 去 に 遡 っ た 所 定 フ レ ー ム 間 隔 数 だ け 離 れ た
Ｒ Ｆ 信 号 フ レ ー ム デ ー タ と を 選 択 す る Ｒ Ｆ 信 号 フ レ ー ム デ ー タ 選 択 手 段 と 、
　 前 記 フ レ ー ム 間 隔 数 を 段 階 的 に 変 化 さ せ る こ と に よ っ て 得 ら れ る 歪 み 量 比 率 に 基 づ い て
最 適 な フ レ ー ム 間 隔 数 を 設 定 す る パ ラ メ ー タ 設 定 手 段 と 、
　 前 記 Ｒ Ｆ 信 号 フ レ ー ム デ ー タ 選 択 手 段 に よ っ て 選 択 さ れ た Ｒ Ｆ 信 号 フ レ ー ム デ ー タ の 組
に 基 づ い て 弾 性 画 像 デ ー タ を 生 成 す る 信 号 処 理 手 段 と 、
　 前 記 信 号 処 理 手 段 に よ っ て 生 成 さ れ た 前 記 弾 性 画 像 デ ー タ を 表 示 す る 画 像 表 示 手 段 と
　 を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 診 断 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 被 検 体 に 対 し て 超 音 波 の 送 信 及 び 受 信 を 行 い 反 射 エ コ ー 信 号 を 出 力 す る 超 音 波 送 受 信 手
段 と 、
　 前 記 超 音 波 送 受 信 手 段 か ら 出 力 さ れ る 前 記 反 射 エ コ ー 信 号 を 用 い て 前 記 被 検 体 内 の Ｒ Ｆ
信 号 フ レ ー ム デ ー タ を 所 定 周 期 で 繰 り 返 し 取 得 す る 断 層 走 査 手 段 と 、
　 前 記 断 層 走 査 手 段 に よ っ て 取 得 さ れ た 時 系 列 の 複 数 の Ｒ Ｆ 信 号 フ レ ー ム デ ー タ 群 の 中 か
ら 、 変 位 計 測 の 対 象 と な る Ｒ Ｆ 信 号 フ レ ー ム デ ー タ の 組 と し て 、 現 時 点 の Ｒ Ｆ 信 号 フ レ ー
ム デ ー タ と 、 こ れ よ り 任 意 の フ レ ー ム 数 だ け 過 去 に 遡 っ た 所 定 フ レ ー ム 間 隔 数 だ け 離 れ た
Ｒ Ｆ 信 号 フ レ ー ム デ ー タ と を 選 択 す る Ｒ Ｆ 信 号 フ レ ー ム デ ー タ 選 択 手 段 と 、
　 前 記 断 層 走 査 手 段 の 前 記 所 定 周 期 を 段 階 的 に 変 化 さ せ る こ と に よ っ て 得 ら れ る 歪 み 量 比
率 に 基 づ い て 前 記 断 層 走 査 手 段 の 周 期 を 設 定 す る パ ラ メ ー タ 設 定 手 段 と 、
　 前 記 Ｒ Ｆ 信 号 フ レ ー ム デ ー タ 選 択 手 段 に よ っ て 選 択 さ れ た Ｒ Ｆ 信 号 フ レ ー ム デ ー タ の 組
に 基 づ い て 弾 性 画 像 デ ー タ を 生 成 す る 信 号 処 理 手 段 と 、
　 前 記 信 号 処 理 手 段 に よ っ て 生 成 さ れ た 前 記 弾 性 画 像 デ ー タ を 表 示 す る 画 像 表 示 手 段 と
　 を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 診 断 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 請 求 項 １ 又 は ２ に お い て 、 前 記 パ ラ メ ー タ 設 定 手 段 は 、 前 記 歪 み 量 比 率 に 基 づ い て 最 適
な リ ジ ェ ク シ ョ ン レ ベ ル を 設 定 す る こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 診 断 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 超 音 波 を 利 用 し て 被 検 体 内 の 診 断 部 位 に つ い て 断 層 像 を 得 て 表 示 す る 超 音 波
診 断 装 置 に 係 り 、 特 に 時 系 列 に 並 ん だ の １ 組 の Ｒ Ｆ 信 号 フ レ ー ム デ ー タ か ら そ の 画 像 上 の
各 点 の 歪 み 及 び 弾 性 率 を 演 算 し 、 生 体 組 織 の 硬 さ ま た は 柔 ら か さ を 定 量 的 に 示 す 弾 性 画 像
と し て 表 示 す る こ と が で き る 超 音 波 診 断 装 置 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 の 一 般 的 な 超 音 波 診 断 装 置 は 、 被 検 体 に 超 音 波 を 送 信 及 び 受 信 す る 超 音 波 送 受 信 手
段 と 、 こ の 超 音 波 送 受 信 手 段 か ら の 反 射 エ コ ー 信 号 を 用 い て 運 動 組 織 を 含 む 被 検 体 内 の 断
層 像 デ ー タ を 所 定 周 期 で 繰 り 返 し て 得 る 断 層 走 査 手 段 と 、 こ の 断 層 走 査 手 段 に よ っ て 得 た
時 系 列 断 層 像 デ ー タ を 表 示 す る 画 像 表 示 手 段 と を 有 し て 構 成 さ れ て い る 。 そ し て 、 被 検 体
内 部 の 生 体 組 織 の 構 造 を 例 え ば Ｂ モ ー ド 像 と し て 表 示 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 こ れ に 対 し て 、 最 近 で は 、 こ の 超 音 波 装 置 を 用 い て 、 診 断 部 位 の 生 体 組 織 の 弾 性 率 を 計
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測 し 、 こ れ を 弾 性 率 画 像 と し て 表 示 す る こ と が 行 わ れ る よ う に な っ て き た 。 こ の よ う な 超
音 波 装 置 と し て 、 特 許 文 献 １ 又 は 特 許 文 献 ２ に 記 載 さ れ た も の な ど が あ る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 ５ － ３ １ ７ ３ １ ３ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 ２ ０ ０ ０ － ６ ０ ８ ５ ３ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 最 近 で は 、 被 検 体 の 体 表 面 か ら 加 圧 装 置 も し く は 超 音 波 探 触 子 で 人 為 的 に 外 力 を 与 え て
、 そ の 状 態 で 時 系 列 的 に 変 化 す る 隣 接 す る ２ フ レ ー ム （ 連 続 ２ フ レ ー ム ） 同 士 の 超 音 波 受
信 信 号 の 相 関 演 算 を 行 い 、 各 点 に お け る 変 位 を 求 め 、 さ ら に そ の 変 位 を 空 間 微 分 す る こ と
に よ り 歪 み を 計 測 し 、 こ の 歪 み デ ー タ を 画 像 化 す る 手 法 が 行 わ れ る よ う に な っ て き た 。 ま
た 、 外 力 に よ る 応 力 分 布 と 歪 み デ ー タ に 基 づ い て 生 体 組 織 の ヤ ン グ 率 等 に 代 表 さ れ る 弾 性
率 デ ー タ を 画 像 化 す る 手 法 も 現 実 的 に な っ て き て い る 。 こ の よ う な 歪 み 及 び 弾 性 率 デ ー タ
（ 以 下 、 弾 性 フ レ ー ム デ ー タ ） を 基 に し て 作 成 さ れ た 弾 性 画 像 に よ れ ば 、 生 体 組 織 の 硬 さ
や 柔 ら か さ を 計 測 し て 表 示 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 し か し 、 こ の よ う な 従 来 の 超 音 波 診 断 装 置 に よ る 弾 性 フ レ ー ム デ ー タ の 画 像 化 処 理 は 、
一 連 の 加 圧 も し く は 減 圧 操 作 の 過 程 の 間 に 取 得 さ れ た 時 系 列 的 に 隣 接 す る Ｒ Ｆ 信 号 フ レ ー
ム デ ー タ 間 の 相 関 演 算 を 利 用 し て い る 関 係 上 、 こ れ ら の 複 数 の Ｒ Ｆ 信 号 フ レ ー ム デ ー タ の
組 を 構 成 す る Ｒ Ｆ 信 号 フ レ ー ム デ ー タ の 間 の 時 間 間 隔 に お い て 与 え ら れ た 加 圧 量 も し く は
減 圧 量 が 、 弾 性 画 像 デ ー タ の 描 出 に 適 し た 加 圧 量 も し く は 減 圧 量 （ 一 般 に １ ％ 程 度 ） に 十
分 に 達 し な か っ た 場 合 、 弾 性 フ レ ー ム デ ー タ に よ る 弾 性 画 像 を 適 切 に 描 出 す る こ と は 困 難
で あ る と い う 問 題 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 そ こ で 、 本 願 の 出 願 人 は 、 変 位 計 測 の 基 準 と な る Ｒ Ｆ 信 号 フ レ ー ム デ ー タ の 組 を 選 択 す
る Ｒ Ｆ 信 号 フ レ ー ム デ ー タ 選 択 手 段 を 設 け 、 現 Ｒ Ｆ 信 号 フ レ ー ム デ ー タ と 過 去 の Ｒ Ｆ 信 号
フ レ ー ム デ ー タ と の 間 の フ レ ー ム 間 隔 数 を 、 任 意 に 選 択 で き る よ う に し た も の を 出 願 し た
（ 特 願 ２ ０ ０ ３ － ６ ９ ３ ２ 号 ） 。 こ れ に よ っ て 、 過 去 と 現 在 の Ｒ Ｆ 信 号 フ レ ー ム デ ー タ の
間 の フ レ ー ム 間 隔 を 適 切 な 大 き さ に す る こ と が で き 、 弾 性 フ レ ー ム デ ー タ に よ る 弾 性 画 像
を 適 切 に 描 出 す る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 し か し な が ら 、 こ の よ う な 超 音 波 診 断 装 置 で は 、 組 織 弾 性 像 描 出 時 の パ ラ メ ー タ と し て
、 フ レ ー ム 間 隔 数 を 操 作 者 が 実 際 に 組 織 弾 性 像 を 描 出 し な が ら 最 適 化 し な け れ ば な ら ず 、
そ の 操 作 が 面 倒 で あ る と い う 問 題 を 有 し て い た 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 こ の 発 明 は 、 上 述 の 点 に 鑑 み な さ れ た も の で あ り 、 操 作 者 の 手 を 煩 わ せ る こ と な く 診 断
状 況 に あ わ せ て 組 織 弾 性 像 描 出 の パ ラ メ ー タ を 自 動 で 最 適 化 す る こ と の で き る 超 音 波 診 断
装 置 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 に 係 る 超 音 波 診 断 装 置 の 第 １ の 特 徴 は 、 被 検 体 に 対 し て 超 音 波 の 送 信 及 び 受 信 を
行 い 反 射 エ コ ー 信 号 を 出 力 す る 超 音 波 送 受 信 手 段 と 、 前 記 超 音 波 送 受 信 手 段 か ら 出 力 さ れ
る 前 記 反 射 エ コ ー 信 号 を 用 い て 前 記 被 検 体 内 の Ｒ Ｆ 信 号 フ レ ー ム デ ー タ を 所 定 周 期 で 繰 り
返 し 取 得 す る 断 層 走 査 手 段 と 、 前 記 断 層 走 査 手 段 に よ っ て 取 得 さ れ た 時 系 列 の 複 数 の Ｒ Ｆ
信 号 フ レ ー ム デ ー タ 群 の 中 か ら 、 変 位 計 測 の 対 象 と な る Ｒ Ｆ 信 号 フ レ ー ム デ ー タ の 組 と し
て 、 現 時 点 の Ｒ Ｆ 信 号 フ レ ー ム デ ー タ と 、 こ れ よ り 任 意 の フ レ ー ム 数 だ け 過 去 に 遡 っ た 所
定 フ レ ー ム 間 隔 数 だ け 離 れ た Ｒ Ｆ 信 号 フ レ ー ム デ ー タ と を 選 択 す る Ｒ Ｆ 信 号 フ レ ー ム デ ー
タ 選 択 手 段 と 、 前 記 フ レ ー ム 間 隔 数 を 段 階 的 に 変 化 さ せ る こ と に よ っ て 得 ら れ る 歪 み 量 比
率 に 基 づ い て 最 適 な フ レ ー ム 間 隔 数 を 設 定 す る パ ラ メ ー タ 設 定 手 段 と 、 前 記 Ｒ Ｆ 信 号 フ レ
ー ム デ ー タ 選 択 手 段 に よ っ て 選 択 さ れ た Ｒ Ｆ 信 号 フ レ ー ム デ ー タ の 組 に 基 づ い て 弾 性 画 像
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デ ー タ を 生 成 す る 信 号 処 理 手 段 と 、 前 記 信 号 処 理 手 段 に よ っ て 生 成 さ れ た 前 記 弾 性 画 像 デ
ー タ を 表 示 す る 画 像 表 示 手 段 と を 備 え た も の で あ る 。
　 こ れ は 、 変 位 計 測 の 基 準 と な る Ｒ Ｆ 信 号 フ レ ー ム デ ー タ の 組 を 選 択 す る Ｒ Ｆ 信 号 フ レ ー
ム デ ー タ 選 択 手 段 が 、 現 Ｒ Ｆ 信 号 フ レ ー ム デ ー タ と こ れ に 隣 接 す る Ｒ Ｆ 信 号 フ レ ー ム デ ー
タ の 組 や 現 Ｒ Ｆ 信 号 フ レ ー ム デ ー タ と こ れ か ら 一 定 の フ レ ー ム 間 隔 数 だ け 過 去 に 遡 っ た Ｒ
Ｆ 信 号 フ レ ー ム デ ー タ と の 組 の よ う に 、 両 者 の フ レ ー ム 間 隔 数 を 固 定 す る こ と な く 、 現 Ｒ
Ｆ 信 号 フ レ ー ム デ ー タ と 過 去 の Ｒ Ｆ 信 号 フ レ ー ム デ ー タ と の 間 の フ レ ー ム 間 隔 数 を 任 意 に
選 択 で き る も の な の で 、 フ レ ー ム 間 隔 数 を 段 階 的 に 変 化 さ せ る こ と に よ っ て 、 フ レ ー ム レ
ー ト を 段 階 的 に 変 化 さ せ る こ と が で き る 。 そ し て 、 各 フ レ ー ム レ ー ト で 得 ら れ る 組 織 弾 性
像 中 の 歪 み 量 比 率 を 求 め 、 そ れ が 最 大 と な る フ レ ー ム レ ー ト 、 す な わ ち フ レ ー ム 間 隔 数 を
最 適 な パ ラ メ ー タ と し て 設 定 す る よ う に し た も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 に 係 る 超 音 波 診 断 装 置 の 第 ２ の 特 徴 は 、 被 検 体 に 対 し て 超 音 波 の 送 信 及 び 受 信 を
行 い 反 射 エ コ ー 信 号 を 出 力 す る 超 音 波 送 受 信 手 段 と 、 前 記 超 音 波 送 受 信 手 段 か ら 出 力 さ れ
る 前 記 反 射 エ コ ー 信 号 を 用 い て 前 記 被 検 体 内 の Ｒ Ｆ 信 号 フ レ ー ム デ ー タ を 所 定 周 期 で 繰 り
返 し 取 得 す る 断 層 走 査 手 段 と 、 前 記 断 層 走 査 手 段 に よ っ て 取 得 さ れ た 時 系 列 の 複 数 の Ｒ Ｆ
信 号 フ レ ー ム デ ー タ 群 の 中 か ら 、 変 位 計 測 の 対 象 と な る Ｒ Ｆ 信 号 フ レ ー ム デ ー タ の 組 と し
て 、 現 時 点 の Ｒ Ｆ 信 号 フ レ ー ム デ ー タ と 、 こ れ よ り 任 意 の フ レ ー ム 数 だ け 過 去 に 遡 っ た 所
定 フ レ ー ム 間 隔 数 だ け 離 れ た Ｒ Ｆ 信 号 フ レ ー ム デ ー タ と を 選 択 す る Ｒ Ｆ 信 号 フ レ ー ム デ ー
タ 選 択 手 段 と 、 前 記 断 層 走 査 手 段 の 前 記 所 定 周 期 を 段 階 的 に 変 化 さ せ る こ と に よ っ て 得 ら
れ る 歪 み 量 比 率 に 基 づ い て 前 記 断 層 走 査 手 段 の 周 期 を 設 定 す る パ ラ メ ー タ 設 定 手 段 と 、 前
記 Ｒ Ｆ 信 号 フ レ ー ム デ ー タ 選 択 手 段 に よ っ て 選 択 さ れ た Ｒ Ｆ 信 号 フ レ ー ム デ ー タ の 組 に 基
づ い て 弾 性 画 像 デ ー タ を 生 成 す る 信 号 処 理 手 段 と 、 前 記 信 号 処 理 手 段 に よ っ て 生 成 さ れ た
前 記 弾 性 画 像 デ ー タ を 表 示 す る 画 像 表 示 手 段 と を 備 え た も の で あ る 。 こ れ は 、 フ レ ー ム 間
隔 数 が 固 定 さ れ て い る 場 合 に 、 断 層 走 査 手 段 の 走 査 周 期 、 す な わ ち フ レ ー ム レ ー ト を 段 階
的 に 変 化 さ せ 、 各 フ レ ー ム レ ー ト で 得 ら れ る 組 織 弾 性 像 中 の 歪 み 量 比 率 を 求 め そ れ が 最 大
と な る フ レ ー ム レ ー ト 、 す な わ ち 走 査 周 期 を 最 適 な パ ラ メ ー タ と し て 設 定 す る よ う に し た
も の で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 発 明 に 係 る 超 音 波 診 断 装 置 の 第 ３ の 特 徴 は 、 前 記 第 １ 又 は ２ の 特 徴 に 記 載 さ れ た 超 音
波 診 断 装 置 に お い て 、 前 記 パ ラ メ ー タ 設 定 手 段 が 、 前 記 歪 み 量 比 率 に 基 づ い て 最 適 な リ ジ
ェ ク シ ョ ン レ ベ ル を 設 定 す る こ と に あ る 。 リ ジ ェ ク シ ョ ン レ ベ ル は 、 フ レ ー ム の 歪 み 量 比
率 が し き い 値 以 下 で あ る と き は 、 そ の フ レ ー ム の 弾 性 像 を 非 表 示 と す る 機 能 で あ る 。 こ の
リ ジ ェ ク シ ョ ン レ ベ ル の し き い 値 を 歪 み 量 比 率 に 基 づ い て 設 定 す る よ う に し た も の で あ る
。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 こ の 発 明 に よ れ ば 、 操 作 者 の 手 を 煩 わ せ る こ と な く 診 断 状 況 に あ わ せ て 組 織 弾 性 像 描 出
の パ ラ メ ー タ を 自 動 で 最 適 化 す る こ と が で き る と い う 効 果 が あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 例 を 添 付 図 面 に 基 づ い て 詳 細 に 説 明 す る 。 図 １ は 、 本 発 明 に よ る 超
音 波 診 断 装 置 の 実 施 例 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。 こ の 超 音 波 診 断 装 置 は 、 超 音 波 を 利 用 し
て 被 検 体 の 診 断 部 位 に つ い て 断 層 像 を 得 る と 共 に 、 被 検 体 の 生 体 組 織 の 硬 さ 又 は 軟 ら か さ
を 表 す 弾 性 画 像 を 表 示 す る も の で あ る 。 こ の 超 音 波 診 断 装 置 は 、 図 に 示 す よ う に 、 探 触 子
１ と 、 超 音 波 送 受 信 部 ２ と 、 組 織 弾 性 像 信 号 処 理 部 ３ と 、 表 示 装 置 ４ と 、 制 御 部 ５ と 、 コ
ン ト ロ ー ル パ ネ ル ８ と 、 外 部 記 憶 媒 体 ９ と を 備 え て い る 。 制 御 部 ５ は 、 内 部 記 憶 媒 体 ６ と
組 織 弾 性 像 パ ラ メ ー タ 最 適 化 部 ７ を 備 え て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 同 図 に お い て 、 探 触 子 １ は 、 装 置 か ら の 電 気 信 号 を 超 音 波 に 変 換 お よ び 生 体 か ら の 反 射
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エ コ ー を 電 気 信 号 に 変 換 す る 。 超 音 波 送 受 信 部 ２ は 、 超 音 波 送 信 用 の 電 気 信 号 を 発 生 し 、
生 体 内 か ら の 反 射 エ コ ー 信 号 を 受 信 し 整 相 を 行 う 。 組 織 弾 性 像 信 号 処 理 部 ３ は 、 超 音 波 送
受 信 部 ２ に よ っ て 受 信 さ れ た 反 射 エ コ ー 信 号 に 対 し て 種 々 の 処 理 を 施 し 、 最 終 的 に 組 織 弾
性 像 を 生 成 し て 、 表 示 装 置 ４ に 出 力 す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 操 作 者 は 、 コ ン ト ロ ー ル パ ネ ル 部 ８ を 用 い て 各 操 作 情 報 や 被 検 者 情 報 を 装 置 に 入 力 す る
。 ま た 、 内 部 記 録 媒 体 ６ 及 び 外 部 記 録 媒 体 ９ は 、 画 像 デ ー タ や 被 検 者 情 報 等 の 各 種 デ ー タ
の 一 時 的 保 存 や 記 録 を 行 う 。 制 御 部 ５ は 、 超 音 波 装 置 全 体 を 制 御 す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 こ の 発 明 で は 、 制 御 部 ６ の 中 に 組 織 弾 性 像 パ ラ メ ー タ 最 適 化 部 ９ が 備 わ っ て お り 、 各 診
断 状 況 に 応 じ て 最 適 で あ る よ う な 組 織 弾 性 像 描 出 パ ラ メ ー タ を 算 出 し 、 そ れ を 超 音 波 送 受
信 部 ２ 及 び 組 織 弾 性 像 信 号 処 理 部 ３ に 出 力 し て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 次 に 組 織 弾 性 像 信 号 処 理 部 ３ の 詳 細 な 処 理 に つ い て 説 明 す る 。 図 ２ は 、 組 織 弾 性 像 信 号
処 理 部 の 詳 細 構 成 を 示 す 図 で あ る 。 現 時 相 の フ レ ー ム デ ー タ 格 納 部 ２ １ と １ 時 相 前 の フ レ
ー ム デ ー タ 格 納 部 ２ １ は 、 超 音 波 送 受 信 部 ２ に よ っ て 受 信 さ れ た 反 射 エ コ ー 信 号 を ２ フ レ
ー ム 分 を 格 納 す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 変 位 量 演 算 部 ２ ２ は 、 フ レ ー ム デ ー タ 格 納 部 ２ ０ ， ２ １ に 格 納 さ れ て い る ２ フ レ ー ム 分
の デ ー タ に 対 し 相 関 処 理 を 施 し 、 現 時 相 の デ ー タ が １ 時 相 前 の フ レ ー ム の デ ー タ に 対 し て
ど の 程 度 ず れ て い る か 算 出 す る 。
　 現 時 相 の デ ー タ が １ 時 相 前 の デ ー タ に 対 し 、 上 に ず れ て い れ ば マ イ ナ ス の 変 位 量 （ 組 織
が 上 方 向 に 移 動 し た こ と を 示 す 。 ） 、 ま た 、 現 時 相 の デ ー タ が １ 時 相 前 の デ ー タ に 対 し 、
下 に ず れ て い れ ば プ ラ ス の 変 位 量 （ 組 織 が 下 方 向 に 移 動 し た こ と を 示 す 。 ） と な る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 歪 み 量 演 算 部 ２ ３ は 、 変 位 量 演 算 部 ２ ２ か ら の 変 位 量 デ ー タ に 微 分 処 理 を 施 し 、 歪 み 量
を 算 出 す る 。 変 位 量 が プ ラ ス の 傾 き を 有 し て い れ ば 、 プ ラ ス の 歪 み 量 、 マ イ ナ ス の 傾 き を
有 し て い れ ば 、 マ イ ナ ス の 歪 み 量 と な る 。
　 １ フ レ ー ム 内 歪 み 量 平 均 値 算 出 部 ２ ４ は 、 １ フ レ ー ム 内 に お い て プ ラ ス の 歪 み 量 を 持 っ
た デ ー タ と マ イ ナ ス の 歪 み 量 を 持 っ た デ ー タ の 比 率 を 求 め る 。 こ の 比 率 を そ の 時 相 に お け
る 組 織 弾 性 像 が 有 効 か 無 効 か の 判 定 に 用 い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 組 織 弾 性 像 は 探 触 子 １ を 被 検 者 に 当 接 し て 押 し た り 引 い た り す る こ と に よ り 描 出 さ れ る
。 従 っ て 、 押 し た 場 合 は プ ラ ス の 歪 み 量 が ほ と ん ど を 占 め 、 逆 に 、 引 い た 場 合 は マ イ ナ ス
の 歪 み 量 が ほ と ん ど を 占 め る は ず で あ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 歪 み 量 の 比 率 が 小 さ い 場 合 は そ の フ レ ー ム の 弾 性 デ ー タ が 適 正 で な い と 判 断 す る 。 そ の
場 合 、 １ フ レ ー ム 内 歪 み 量 平 均 値 算 出 部 ２ ４ か ら 画 像 処 理 部 ２ ５ に 当 フ レ ー ム の 弾 性 像 は
不 適 正 で あ り 無 効 な の で 、 非 表 示 と す る た め の 信 号 を 出 力 す る 。 こ の 信 号 を 組 織 弾 性 像 無
効 信 号 と す る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 ま た 、 歪 み 量 比 率 に 対 し 段 階 的 な し き い 値 を 設 け る こ と に よ り 弾 性 像 無 効 信 号 が 発 生 す
る 歪 み 量 の 比 率 は 、 操 作 者 が コ ン ト ロ ー ル パ ネ ル 部 ８ を 介 し て 操 作 す る こ と に よ っ て 任 意
に 設 定 す る こ と が で き る 。 こ の 歪 み 量 比 率 の し き い 値 を リ ジ ェ ク シ ョ ン レ ベ ル と す る 。 リ
ジ ェ ク シ ョ ン レ ベ ル は 、 フ レ ー ム の 歪 み 量 比 率 が し き い 値 以 下 で あ る と き は 、 そ の フ レ ー
ム の 弾 性 像 を 非 表 示 と す る 機 能 で あ る 。 す な わ ち 、 適 当 で な い 断 層 像 は 表 示 し な い よ う に
す る 機 能 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 組 織 弾 性 像 は 、 現 時 相 の フ レ ー ム デ ー タ と １ 時 相 前 の フ レ ー ム デ ー タ を 用 い て 描 出 さ れ
る 。 ま た 、 そ の ２ 時 相 の フ レ ー ム デ ー タ は 探 触 子 １ を 押 す ／ 引 く 速 度 に よ っ て 変 わ っ て く
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る 。 そ の た め 探 触 子 １ を 押 す ／ 引 く 速 度 が 速 い と き に 遅 い フ レ ー ム レ ー ト で 超 音 波 を 送 受
信 し て も 適 正 な 組 織 弾 性 像 は 得 ら れ な い 。 そ の 逆 も 同 様 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 １ フ レ ー ム 内 の 歪 み 量 比 率 は 、 探 触 子 を 押 す ／ 引 く 速 度 や 診 断 部 位 の 組 織 の 弾 性 等 に よ
っ て 異 な っ て く る 。 そ の た め 診 断 状 況 に あ わ せ て 操 作 者 が 超 音 波 走 査 の フ レ ー ム レ ー ト や
リ ジ ェ ク シ ョ ン レ ベ ル を 設 定 す る こ と に よ っ て 弾 性 フ レ ー ム デ ー タ に よ る 弾 性 画 像 を 適 切
に 描 出 す る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 そ こ で こ の 実 施 の 形 態 で は 、 次 に よ う な 手 順 に よ っ て 、 探 触 子 １ を 押 す ／ 引 く 速 度 と 診
断 部 位 の 組 織 の 弾 性 に あ わ せ て 、 適 正 な フ レ ー ム レ ー ト と リ ジ ェ ク シ ョ ン レ ベ ル を 自 動 的
に 設 定 で き る よ う に す る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 図 ３ は 、 パ ラ メ ー タ の 最 適 化 処 理 の 一 例 を 示 す 図 で あ る 。 ま ず 、 超 音 波 装 置 の 制 御 部 ６
が 、 フ レ ー ム レ ー ト を 段 階 的 に 切 り 替 え る 。 こ の 実 施 の 形 態 で は 、 フ レ ー ム レ ー ト を Ｍ ａ
ｘ ， Ｈ ｉ ｇ ｈ ， Ｍ ｉ ｄ ｄ ｌ ｅ ， Ｌ ｏ ｗ ， Ｍ ｉ ｎ の ５ 段 階 に 切 り 替 え る も の と す る 。 こ の 間
、 操 作 者 は 探 触 子 １ を 押 す ／ 引 く 速 度 は 一 定 の 任 意 の 速 度 で あ る も の と す る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 ま ず 、 最 初 の ス テ ッ プ Ｓ ３ １ で は 、 フ レ ー ム レ ー ト Ｍ ａ ｘ の お い て 、 １ フ レ ー ム 内 歪 み
量 平 均 値 算 出 部 ２ ４ か ら 出 力 さ れ る １ フ レ ー ム ご と の 歪 み 量 比 率 を 格 納 し 、 一 定 の フ レ ー
ム 枚 数 分 の 歪 み 量 比 率 を と り こ み そ の 平 均 Ｒ １ を 求 め る 。 次 の ス テ ッ プ Ｓ ３ ２ で は 、 フ レ
ー ム レ ー ト を Ｍ ａ ｘ か ら Ｈ ｉ ｇ ｈ に 切 り 替 え て 同 じ 処 理 を 行 い 、 平 均 Ｒ ２ を 求 め る 。 こ の
よ う に 、 ス テ ッ プ Ｓ ３ ３ ～ Ｓ ３ ５ で は 、 フ レ ー ム レ ー ト を Ｍ ｉ ｄ ｄ ｌ ｅ ， Ｌ ｏ ｗ ， Ｍ ｉ ｎ
の よ う に 順 次 切 り 替 え て 歪 み 量 比 率 平 均 値 Ｒ ３ ～ Ｒ ５ を 取 り 終 え る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 超 音 波 装 置 制 御 部 ５ 内 の 組 織 弾 性 像 パ ラ メ ー タ 最 適 化 部 ７ に は 、 Ｍ ａ ｘ ， Ｈ ｉ ｇ ｈ ， Ｍ
ｉ ｄ ｄ ｌ ｅ ， Ｌ ｏ ｗ ， Ｍ ｉ ｎ の ５ つ の フ レ ー ム レ ー ト 値 と そ の フ レ ー ム レ ー ト に 対 す る 歪
み 量 比 率 平 均 値 Ｒ １ ～ Ｒ ５ が 格 納 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 そ こ で 、 ス テ ッ プ Ｓ ３ ６ で は 、 組 織 弾 性 像 パ ラ メ ー タ 最 適 化 部 ７ 内 に て ５ つ の 歪 み 量 比
率 平 均 値 Ｒ １ ～ Ｒ ５ を 比 較 す る こ と に よ り 最 大 の 歪 み 量 比 率 平 均 値 を 求 め る 。 こ の 最 大 の
歪 み 量 比 率 平 均 値 を 与 え る フ レ ー ム レ ー ト 値 を 超 音 波 装 置 の 制 御 部 ５ に 出 力 す る 。 超 音 波
装 置 の 制 御 部 ６ は 、 歪 み 量 比 率 平 均 値 が 最 大 と な っ た フ レ ー ム レ ー ト に て 以 降 の 超 音 波 の
送 受 信 を 行 い 、 弾 性 像 を 描 出 す る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 さ ら に 、 ス テ ッ プ Ｓ ３ ７ で は 、 歪 み 量 比 率 に お い て 弾 性 像 を 有 効 に し て 描 出 さ せ る よ う
な リ ジ ェ ク シ ョ ン レ ベ ル に 設 定 す る 。
　 例 と し て 、 リ ジ ェ ク シ ョ ン レ ベ ル が ４ 段 階 設 け ら れ て い る と す る 。
リ ジ ェ ク シ ョ ン レ ベ ル ４ は 、 歪 み 量 比 率 が ９ ： １ （ ９ ０ ％ ） 以 上 の と き 、
リ ジ ェ ク シ ョ ン レ ベ ル ３ は 、 歪 み 量 比 率 が ８ ： ２ （ ８ ０ ％ ） 以 上 の と き 、
リ ジ ェ ク シ ョ ン レ ベ ル ２ は 、 歪 み 量 比 率 が ７ ： ３ （ ７ ０ ％ ） 以 上 の と き 、
リ ジ ェ ク シ ョ ン レ ベ ル １ は 、 歪 み 量 比 率 が ６ ： ４ （ ６ ０ ％ ） 以 上 の と き 、
組 織 弾 性 像 を 適 正 で あ る と し 、 描 出 を 有 効 に す る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 例 え ば 、 歪 み 量 比 率 平 均 値 が 最 大 と な っ た フ レ ー ム レ ー ト の と き の 歪 み 量 比 率 が ７ ２ ％
で あ っ た と き は 、 リ ジ ェ ク シ ョ ン レ ベ ル ２ を 組 織 弾 性 像 パ ラ メ ー タ 最 適 化 部 ７ に 設 定 す る
。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 以 上 の よ う に し て 診 断 状 況 に あ わ せ て フ レ ー ム レ ー ト と リ ジ ェ ク シ ョ ン レ ベ ル の ２ つ の
パ ラ メ ー タ を 自 動 的 に 最 適 化 す る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
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　 ま た 、 当 パ ラ メ ー タ を 外 部 記 録 媒 体 ９ に 記 録 し て お き 、 操 作 者 が 随 時 そ の パ ラ メ ー タ を
読 み 出 し て 弾 性 像 の 描 出 を 行 う よ う に し て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 上 述 の 実 施 の 形 態 で は 、 フ レ ー ム レ ー ト を 切 り 替 え て 最 適 な フ レ ー ム レ ー ト を 抽 出 す る
場 合 に つ い て 説 明 し た が 、 過 去 と 現 在 の Ｒ Ｆ 信 号 フ レ ー ム デ ー タ の 間 の フ レ ー ム 間 隔 数 を
適 切 な 大 き さ に 設 定 す る よ う に し て も よ い 。 す な わ ち 、 図 ２ で は 、 フ レ ー ム デ ー タ 格 納 部
２ ０ ， ２ １ に フ レ ー ム 間 隔 数 が １ 時 相 の フ レ ー ム デ ー タ を 格 納 す る 場 合 に つ い て 説 明 し た
が 、 こ の フ レ ー ム 間 隔 数 を 複 数 時 相 に 設 定 し て も よ い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ５ 】
【 図 １ 】 本 発 明 に よ る 超 音 波 診 断 装 置 の 実 施 例 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 組 織 弾 性 像 信 号 処 理 部 の 詳 細 構 成 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 パ ラ メ ー タ の 最 適 化 処 理 の 一 例 を 示 す 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ６ 】
１ … 超 音 波 探 触 子
２ … 超 音 波 送 受 信 部
３ … 組 織 弾 性 像 信 号 処 理 部
４ … 表 示 装 置
５ … 制 御 部
６ … 内 部 記 録 媒 体
７ … 組 織 弾 性 像 パ ラ メ ー タ 最 適 化 部
８ … コ ン ト ロ ー ル パ ネ ル 部
９ … 外 部 記 録 媒 体
２ ０ … 現 時 相 の フ レ ー ム デ ー タ 格 納 部
２ １ … １ 時 相 前 の フ レ ー ム デ ー タ 格 納 部
２ ２ … 変 位 量 演 算 部
２ ３ … 歪 み 量 演 算 部
２ ４ … １ フ レ ー ム 内 歪 み 量 平 均 値 算 出 部
２ ５ … 画 像 処 理 部
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

(8) JP 2005-334196 A 2005.12.8



フロントページの続き

(72)発明者  村山　直之
            東京都千代田区内神田１丁目１番１４号　　　　　　　　　　　株式会社日立メディコ内
(72)発明者  柏木　貴
            東京都千代田区内神田１丁目１番１４号　　　　　　　　　　　株式会社日立メディコ内
(72)発明者  大坂　卓司
            東京都千代田区内神田１丁目１番１４号　　　　　　　　　　　株式会社日立メディコ内
(72)発明者  松村　剛
            東京都千代田区内神田１丁目１番１４号　　　　　　　　　　　株式会社日立メディコ内
Ｆターム(参考) 4C601 BB02  BB06  DD19  DD23  EE08  EE11  EE22  HH14  JC11  JC16 
　　　　 　　        JC23  KK12  LL38 

(9) JP 2005-334196 A 2005.12.8



专利名称(译) 超声诊断设备

公开(公告)号 JP2005334196A 公开(公告)日 2005-12-08

申请号 JP2004155630 申请日 2004-05-26

[标]申请(专利权)人(译) 株式会社日立医药

申请(专利权)人(译) 株式会社日立メディコ

[标]发明人 伊藤光明
脇康治
村山直之
柏木貴
大坂卓司
松村剛

发明人 伊藤 光明
脇 康治
村山 直之
柏木 貴
大坂 卓司
松村 剛

IPC分类号 A61B8/08

FI分类号 A61B8/08 A61B8/14

F-TERM分类号 4C601/BB02 4C601/BB06 4C601/DD19 4C601/DD23 4C601/EE08 4C601/EE11 4C601/EE22 4C601
/HH14 4C601/JC11 4C601/JC16 4C601/JC23 4C601/KK12 4C601/LL38

代理人(译) 高桥幸三

外部链接 Espacenet

摘要(译)

要解决的问题：根据诊断状态自动优化用于绘制组织弹性图像的参数，
而不会麻烦操作者的手。 ŽSOLUTION：该超声波诊断设备逐步改变超
声波操作的帧速率，求出通过各帧速率获得的组织弹性图像中的应变量
比率，并设定使该比率最大的帧速率。通过设置帧间隔的数量和扫描周
期来设置帧速率，这使得应变量的比率最大，作为参数。或者，找到最
适合应变量比的拒绝水平并将其设定为参数。 Ž

https://share-analytics.zhihuiya.com/view/2d8d9c1f-d73d-4901-8d5b-1a154a5a66a7
https://worldwide.espacenet.com/patent/search/family/035488404/publication/JP2005334196A?q=JP2005334196A

